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化学物質の排出量等の削減対策
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塗料・溶剤の使用量（保管量）削減

 ＰＤＣＡ管理事例

「削減対策検証結果」

目  次

会社紹介①「生産拠点」

会社紹介②「生産設備」

【ＰＤＣＡサイクルにて変化点確認事例①】

「削減対策事例紹介」

 ・事例内容にて取り扱う管理数値は、代替数値となります

ＰＤＣＡ改善取組体制

ＰＤＣＡ改善取組事例

 削減対策事例

  （基本推進内容及び具体実施内容）

【実施した削減対策事例②】

「背景と変化点確認」

「課題事項の検証」

「根本対策/関連事項」7

8

6

9

1

2

3

4

5

2



会社紹介①

3



会社紹介②

4



ＰＤＣＡ（継続的）改善取組推進体制
全社・全員参画/ＰＤＣＡ

 ・環境目標管理表確認と評価

月次全体会議にて実績確認
と処置審議（社員全員参画）

異常「変化点」検証
⇒改善活動事例紹介

・年次行動プログラムに基づき実行

実施及び運用「Ｄ」

 ・法的及びその他の要求事項

  ＰＲＴＲ制度/大阪府化学物質管理制度

 【目的及び目標の実施計画】

計画 「Ｐ」

 ・環境側面（著しい環境側面の抽出）

「塗料・有機溶剤の使用量の削減」

「塗料・有機溶剤の保管量の削減」  点検「Ｃ」及び是正・予防処置「Ａ」

マネジメントレビュー
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ＰＤＣＡ改善取組事例
「月次確認と評価のしくみ」
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削減対策事例
「背景と変化点確認」

顧客品質要求
・製品形状の複雑化「多面化塗装の必要性」

・現有塗装設備の限界

塗料・有機溶剤の使用量の推移グラフ
（代替数値：２００９年度実績基準を「０」とした使用量の増減ポイント推移）

塗装回数を多くする

「パス回数の増加」

対策をする
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２０１０年２００９年

塗装ロボット

更新、２丁ガン

仕様採用

変化点の確認①

「塗料吐出量増加」

目標ポイント

２０１１年
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削減対策事例
「課題事項の検証」

 効率の減少が顕著であった。

 通りを確認（残２台の更新要）

 １）塗装用ロボットの更新
   （対象４台内２台のみ更新対応）

 ２）塗装ガン仕様の変更

１．課題事項の再検証と改善検討

・塗装ロボットの動作対応要求

・２丁ガンによりパス回数ＵＰする

 も高圧設定に不足があり、塗着
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参考：変化点②外観品質「塗装スケ対策」を示す。

変化点②：更なる外観品質要求

塗料吐出量処置で使用量増加

塗装プログラ

ムによる是正

対応
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削減対策事例
「根本対策、関連事項」

 ３）焼付け乾燥炉の清浄化

  「塗装ブースのクリーン度等、清浄化改善」

 １）塗装品質不適合の改善「不適合再生処置の削減」

 ２）色換え時の溶剤使用量の削減「クイッククリーナー活用」

  ・塗料吐出回路（配管）内の洗浄装置を導入・活用展開

１．塗装ロボット、塗装ガン仕様に関わる根本対策「検証事例省略」

２．塗料・溶剤使用量削減に関わる関連事項の抽出と改善

 １）新旧塗装ロボット動作検証（２方向⇒４方向プログラム変更が可能に）

 ２）塗装ガン仕様・高圧効果（２、４、６万）・製品別の塗装評価テスト
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２０１１年２０１０年
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削減対策事例
「対策事例の紹介」

10



削減対策事例
「対策検証結果」

・塗料・有機溶剤の削減は’１０年対比２．７Ｐ減少し、’０９年対比

・顧客品質要求に対する塗装能力の確保

・塗着効率：塗装パス回数＜高圧設定、「パス回数ＵＰ＝塗料ロス顕著」

 ０．５Ｐアップするも目標ポイントは確保された。（生産高は増加）

 「技術レポート：検証塗装トライ内容も含め作成」

-2

-1

0

1

2

3

4

5

塗装ロボット更新

塗装２丁ガン仕様⇒１丁ガンに変更２０１０年

２０１１年

塗料・有機溶剤の使用量の推移グラフ
（代替数値：２００９年度実績基準を０とした使用量の増減ポイント推移）
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   以上で発表を終わります。

ご静聴ありがとう御座いました。

株式会社 西日本 （山野）
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